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平成 29 年 11 月 

学校関係者評価委員会 報告書 

学校法人コア学園  

秋田コア ビジネスカレッジ

学校関係者評価委員会

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者評価委員会において

「平成 28 年度自己評価報告書」に対し、評価を行った。学校側からの説明および各委員か

らの意見を以下の報告書として取りまとめた。

学校関係者評価委員

＜委員長＞

・菅原 恵悦  （一般社団法人 秋田県情報産業協会 人材育成委員会 委員長、

  株式会社アキタシステムマネジメント 取締役）

＜委員＞

・吉川 裕太  （吉川税理士事務所 所長）

・近江谷 功 （秋田商工会議所 事務局長）

・櫻庭 咲子 （秋田市立 秋田商業高等学校 教諭）

・鈴木 淳悦  （中通総合病院 医事課 課長）

・森田 健一  （秋田ビューホテル 総支配人）

学校側出席者

・小野 巧 （校長）

・小玉 拓子 （事務長）

・小杉 咲子 （学生部 部長）

・米谷 久志  （教務部 部長）

・藤井 耕太郎 （教務部 副部長）

・奥山 幸平  （情報系学科 主幹）

・大石 卓司 （ビジネスキャリア科 主任）

・舘岡 美紀  （医療事務科 主任）

・菊池 仁 （ホテル・ブライダル科 主任）
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第１回 学校関係者評価委員会 

 

日時：平成２９年６月２１日（水） １7：１５～１８：１０ 

場所：学校法人コア学園 秋田コア ビジネスカレッジ １０１・１０２教室 

 
 
学校側から、以下の資料が提示された。 
 
（１）専修学校における学校評価ガイドライン（一部抜粋） 
（２）平成２８年度自己評価報告書 
 
 
学校側より、以下の説明がなされた。 
 
（１）学校評価について 

① 学校評価の目的 
学校評価を通じた組織的・継続的な教育活動等の改善、および、学生・卒業生、 
関係業界等の地域のステークホルダーとの連携協力による特色ある専修学校 
づくりの推進。 

② 学校評価の定義 
・自己評価：各学校の教職員が、当該学校の理念・目標に照らして自らの 

教育活動について行う評価 
・学校関係者評価：学生・卒業生、関係業界、専修学校団体・関係団体、中学校・ 
高等学校、保護者・地域住民、所轄庁等の学校関係者により構成された評価 
委員会等が自己評価の結果を基本として行う評価 

・第三者評価：学校から独立した第三者による評価基準等に基づき、専門的・ 
客観的立場から行う評価 

 
（２）外部アンケートの実施について 

学生を対象に、平成２８年度の授業評価アンケートを実施し、自己評価の資料 
として活用した。 

 
（３）自己評価について 

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、「教育理念・目的・育成人材像」

「教育活動」「学生支援」の３つの視点に沿って評価項目を設定し、自己評価を行った。 
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＜委員からの指摘等＞ 
委員より内容の確認、コメントがあったものを以下に挙げる。 

 
○目標設定として、「取得率」が良いのか。高度な資格取得の場合、取得人数の方が目標が

明確で分かりやすいのではないかと思う。 

○情報システム化等による業務の効率化について、新システムを導入するにあたり、運用

ルールを導入前に変えるのは当然であり、導入後に改善しなければならないのは問題だ

と思う。まずは運用を軌道に乗せるのが先だと思う。 
○グループワークやアクティブラーニングは主体性を育むための改善方策であって、資格

取得率の向上のための改善方策にはならないのではないか。 
○職場の人間関係や仕事内容のミスマッチによる早期離職は、学校にも大きな影響が出る

だろうから、その対策を明確にしておくことが大切だと思う 

○卒業後のキャリア形成への効果については、卒業生の状況を継続して把握していくなど、

学校としての対応が必要だと思う。 

○Ｌｉｎｅ＠を活用しているとあるが、学生でなくても登録できるのか。できるのであれ

ば自分でも登録し、利用してみたい。 

 
以上の指摘を踏まえ、自己評価報告書について見直しを行い、学校側より改めて提示す

ることとなった。 
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第２回 学校関係者評価委員会 

 

日時：平成２９年１１月２２日（木） １７：０５～１７：５５ 

場所：学校法人コア学園 秋田コア ビジネスカレッジ １０４教室 

 
 
学校側から、以下の資料が提示された。 
 
（１）資格取得達成状況 
（２）就職内定実績 
（３）学校見学受け入れ状況、出前授業実績、その他平成２８年度取り組み 
 
学校側から配布資料等について、以下の説明がなされた。 
 
（１）自己評価報告書の様式変更について 
（２）平成２８年度目標と実績および平成２９年度中間報告について 

①資格取得達成状況 
②就職内定実績 
③学校見学受け入れ、出前授業実績、その他 

 
 
＜委員からの指摘等＞ 
委員より内容の確認、コメントがあったものを以下に挙げる。 

 
○出前講座で「就職」の講座というのはどういったものか。 

○秋田県内と県外の就職率の目標値や実績値を教えてほしい。 
○情報系の学生で、県外就職を希望する理由をこちらにもフィードバックしてもらえれば、

大変に助かる。他の大学等からは、「待遇が違う」などといった意見をいただいている。 

○夏休み前、前期末などは具体的な日付で表現したほうが分かりやすい。 

○各学科で目標設定の意図が表を見ただけでは掴みづらい。就職活動の始まる時期などに

ついては、注釈を入れてもらえればと思う。 
 

以上 


